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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは、地球環境の持続的な管理に向けての試みに焦点を当てて、インフラスト
ラクチャーと自然環境の複雑な関係を解き明かすことを目的としている。本研究が取り上げる事例は、インド、カンボ
ジア、日本（東北地方）などの多様な地域におよぶ。これらの事例を通して、本プロジェクトは、物理的なインフラス
トラクチャー（堤防、コンビナートなど）と情報インフラストラクチャー（データベース、シミュレーションモデルな
ど）が、いかに現地の自然環境および社会関係と相互作用するのかを明らかにした。その成果は英文論文集、国際ジャ
ーナルの3つの特集号およびおよび多数の個別論文、学会発表として発表された。

研究成果の概要（英文）：The project aims at exploring complex interfaces between infrastructure and 
environment in proliferating international attempts to achieve sustainable management of global 
environmental changes. The range of our empirical studies varies from water management projects in 
Thailand, to waste treatment in Phnom Penh, the construction of an indigenous knowledge database in 
India, and the reconstruction of the areas affected by the Great East Japan Earthquake. The project 
focuses on interactions between local environment and communities and a variety infrastructures, from 
information infrastructures, such as dikes and petrochemical complexes, to information infrastructure, 
such as databases and simulation models. The outcomes of the project have been published in an edited 
volume, three special issues of international journals and a number of articles and presentations.

研究分野：科学技術の人類学
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１．研究開始当初の背景 
 本研究のベースとなったのは、研究代表者
とデンマークの 3名の研究協力者たちが行っ
てきた、科学技術についての人類学的研究で
ある。プロジェクト開始時点において、4 名
の間には、温暖化等のグローバルな環境変動
が進む中で、環境についての知識が、気候モ
デル、環境指標、データベースといった大規
模な技術システム＝インフラストラクチャ
ーに依存するようになってきているという
共通認識が存在していた。 
 申請者たちはこれらの大規模システムを
「環境インフラストラクチャー」と名付け、
その環境および環境政策との関わりを人類
学的に明らかにするプロジェクトを立案し
た。 
 
２．研究の目的 
 環境インフラストラクチャーとは、社会な
いし人間集団が環境との関係を組織する一
連のテクノロジーと組織の総体で、人々が彼
らを取り巻く環境を「知り」、それに対する
働きかけを可能にする基盤となっている。本
研究では、この環境インフラストラクチャー
に焦点を当てて、グローバルな環境変動と地
域社会の関係を、科学技術の媒介的な役割を
考慮に入れて捉えることを目指している。 
 
３．研究の方法 
 本プロジェクトでは、研究分担者、研究協
力者らが民族誌的な方法によって、タイ、イ
ンド、日本、カンボジア、デンマークなど世
界約 10 カ所でフィールド調査を行った。こ
れらの調査結果を比較検討することで、環境
インフラストラクチャーの諸特徴とそれが
人類学に提起する諸問題を明らかした 
 個別事例の調査においては、環境インフラ
ストラクチャーが展開する地域的なコンテ
クスト、およびそれと交差する地域を越えた
ネットワークの関係を明らかにすることに
力を注いだ。その際、とくに以下の二点に焦
点を当てた。 
A) 歴史的コンテクスト 
 インフラストラクチャーは、複雑で大規模
な技術システムであり、多数の社会的慣行、
組織、実践を含んでいる。そのため、その形
成はゆっくりとした歴史的なプロセスを辿
る。新たなインフラストラクチャーはたいて
い既存の土台の上に構築され、この過去の遺
産はしばしば地域の歴史的なコンテクスト
を反映する。その一方、新たに追加される要
素は、地域を越えて移動する知識とテクノロ
ジーからの影響を受ける。そのため、歴史的
なコンテクストに焦点を当てることは、地域
的コンテクストと地域を超えるネットワー
クの関係を解き明かすために有効である。 
B) 移動をとおした技術と知識の変容 
 インフラストラクチャーに含まれる新技
術や新知識は、一般にイノベーションの中心
地である先進国で開発され、インフラストラ

クチャーが建設される途上国や先進国内の
周辺地域へと移動を通してもたらされる。研
究代表者らがこれまでに行ってきた技術移
転に関する研究では、移動はしばしば技術や
知識そのものを予測不可能な形で変容させ
ることが明らかにされてきた。 
 そこで、本研究では技術や知識を移動させ
るプロセスに焦点を当てた。その上で、技術
や知識が移動のプロセスの中でどのような
変容を被るのか、先進国で開発された技術と
知識が移転先の地域的、社会的状況とどのよ
うに相互作用するのかを明らかにした。 
 
４．研究成果 
 本研究の成果は、英文の国際学術誌におけ
る特集号（計 3 号、うち 2 号が出版済み、1
号が掲載決定）、書籍（2016 年秋出版予定）
等の形で出版されたほか、多数の個別論文と
図書として発表された。その中に発表された
主な知見は以下のとおりである。 
A) インフラストラクチャーの不可視性 
 先行研究が指摘してきたように、インフラ
ストラクチャーは通常どおり稼働している
限り、その存在は一般の人々の目に止まりに
くいものである。例えば、堤防や排水路は降
雨を都市の外側に導いて洪水を防いでいる
が、その役割はそれらが機能不全に陥って洪
水が発生してからでないと多くの人の目に
は留らない。 
 本プロジェクトでは、インフラストラクチ
ャーこのようにインフラストラクチャーが
可視化される瞬間の重要性が、人類学的イン
フラストラクチャー研究の方法として重要
であることを明らかにした。そこでは、イン
フラストラクチャーが可視化される機能不
全が知識を生み出す役割を果たすことに注
目した。たとえば、洪水は堤防や排水路の機
能不全によってもたらされるが、それは同時
に地形、インフラストラクチャー管理の諸問
題、それらを取り巻く政治状況を可視化する。 
 本プロジェクトでは、複数の事例の比較検
討を通して、このような可視化の瞬間を人類
学的な研究の方法論として利用することを
検討した。その結果、１）インフラストラク
チャーの機能不全の原因を探るべくエンジ
ニアや専門家、住民たちが行う探究的な実践
と人類学の実践の間には重要な関係がある
こと、２）この関係は、異なるが対等な知識
の交錯として捉えることができること、３）
人々の探究から洞察を得て、人類学の概念を
再構成しうることか明らかになった。 
B) 環境とインフラストラクチャーの融合 
 本研究はさらに、インフラストラクチャー
と自然環境の間に興味深い共通点があるこ
とを明らかにした。 
 異なる文化的伝統は、自然環境を多様な形
で概念化してきた。だが、近代的な西洋的な
伝統では、自然環境は人間活動の背景とみな
されてきた。一方、上記のようにインフラス
トラクチャーは、それが機能している限り、



日常生活の背景として不可視化される。その
ため、通常の状態ではインフラストラクチャ
ーと自然はともに日常生活の背景として容
易に区別できないと考えられる。 
 上記 A)で述べたインフラストラクチャー
の機能不全について本プロジェクトが行っ
た研究は、機能不全を探究する専門家や住民
の実践が、インフラストラクチャーと自然環
境（生物や地形）の複雑な絡まりあいを明ら
かにすることを明らかにした。たとえば、プ
ノンペン市の排水施設の改修プロジェクト
は、浄化施設の下流の沼とそこに生える植物
が、不完全な浄化施設から流れ出る汚水を浄
化していることを明らかにした。インフラス
トラクチャーと自然環境との境界のこのよ
うな曖昧さは、自然環境自体も人間活動との
関係の中でいわば相対的に立ち現われるこ
とを示唆している。 
C) 予測不能な多様性 
 さらに、本プロジェクトはインフラストラ
クチャーと人々の関わりには予測を超えた
多様性があることを明らかにした。 
 いわゆる伝統的な社会においても灌漑網
のようなインフラストラクチャーは存在し
ている。と同時に、これらはしばしば精霊や
大地のエネルギーといった要素と密接に結
びついている。本プロジェクトは、こうした
伝統的なインフラストラクチャーと近代的
なインフラストラクチャーがしばしば予想
外の形で結びついていることを明らかにし
た。たとえば、インド南部の農村部に建設さ
れた石油化学コンビナートでは、繰り返され
る事故の結果、コンビナート建設によって破
壊された精霊の祠を再建することとなった。
ここでは、かつて農村部に存在していた大地
のエネルギーの流れとそれを司る精霊が、新
たなコンビナートの敷地内でも生き延び、コ
ンビナートの技術システムと複雑に結びつ
いている。 
D) 人間以外の要素の広範な役割 
 このようなインフラストラクチャーを取
り巻く多様で複雑な関係は、インフラストラ
クチャーが人間だけでなく、地域内の生物か
ら地形、水循環といった様々な非人間の存在
と複雑に結びつくことによって生じている。
そのため、インフラストラクチャーを理解す
るためには、しばしば当事者も見落としてい
るようなインフラストラクチャーとそれを
取り巻く様々な存在物の関係を明らかにす
る必要がある。 
 本プロジェクトでは、比較研究を通してこ
れら非人間の役割を概念化するとともに、そ
れらにアプローチする方法として、インフラ
ストラクチャーが可視化される瞬間に焦点
を当てることの重要性を明らかにした。 
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